
山口県知事賞 

○「衝撃緩和帽子の開発」／中村被服株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
山口県産業技術センター理事長賞 

○「山口県オープンマップ化構想」／株式会社山口建設コンサルタント 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

  

 

 
 
 
 
 

幼稚園や保育園等では、安全性を備えたクッション材入りの帽子が求められてい

たが、従来製品は蒸れやすく、通常のカラー帽子と比べて装着性やデザイン面に課

題があった。 
 
中村被服株式会社は、園児が負傷しやすい前頭部及び後頭部を重点的に保護する

とともに、頭頂部を開放し、クッション材を帽子の外側に配置することで通気性を

確保した衝撃緩和帽子「まもる君」を開発した。 
 
既存のカラー帽子をベースとすることで、通常のカラー帽子と大きく変わらない

装着感と外観、洗濯時の型崩れのしにくさ及び低価格化を実現している。 
 
同製品は令和２年から販売を開始し、特許及び商標を取得

するとともに、第14回キッズデザイン賞・奨励賞（キッズデ

ザイン協議会会長賞）を受賞している。 
 
販売数量は、令和5年度の3,552個から令和7年度には7,761

個に拡大しており、全国の幼児施設での導入が進んでいる。 

 
建設分野では、レーザースキャナやドローン等により計測された3D点群データ

の活用が進んでいる一方、データが複数の端末や記録媒体に分散して保存されるこ

とによる重複取得や、データ共有・活用の非効率化が課題となっていた。 
 
山口建設コンサルタントは、こうした課題を解決するため、自社で取得した3D

点群データと各種地理情報を一元管理し、地図上で共有・可視化できるクラウド型

システムを開発した。 
 
これにより、社内外でのデータ共有や現場状況の見える化が可能となり、業務効

率化や発注者との円滑な情報共有を実現している。 
 
現在は社内で本格運用を開始するとともに、官公庁や民間事業者との共有にも活

用されている。 
 
システム導入により、データ管理の効率化や業務の生産性向上を実現するととも

に、建設分野におけるDX推進に貢献している。 

三次元測量データ(点群データ)の表示例 

「まもる君」 


